
五
ノ
一
二
、
玉
葉
に
み
る
貞
慶
の
行
動 

 
 
 
 
 
 

 

出
典 
玉
葉 

国
書
刊
行
会
編 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

解
説 

玉
葉
は
関
白
九
条
兼
実
の
長
寛
二
年
（
一
一
六
四
年
）
か
ら
建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
年
）
の
四
〇
年
、

兼
実
十
六
才
か
ら
五
十
五
才
ま
で
の
日
記
で
あ
る
。
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
に
か
け
て
の
激
動
の
時
代
を
記

録
し
て
お
り
、
権
力
の
中
枢
に
い
た
実
力
者
に
よ
る
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。 

 

玉
葉
に
は
貞
慶
の
記
事
が
散
見
さ
れ
そ
の
親
交
の
程
が
窺
わ
れ
る
。
特
に
貞
慶
に
笠
置
入
山
の
経
緯
を

き
い
た
建
久
三
年
二
月
八
日
の
条
、
貞
慶
の
優
秀
さ
を
記
し
た
建
久
二
年
二
月
廿
一
日
、
建
久
二
年
五
月

二
二
日
の
条
、
建
久
二
年
十
月
十
一
日
の
条
は
論
文
で
引
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。 

 

元
暦
二
年
（
一
一
八
五
年
）
五
月
二
三
日
乙巳

の
条 

 

三
十
一
才
の
貞
慶
は
最
勝
講
聴
衆
の
一
人
に
選
ば
れ
る
。 

 
 
 
 
 
 

 

雨
下
、
此
日
、
最
勝
講
初
日
也
。 

 
 

証
議
者
、
山
階
寺
別
当
僧
正
信
円 

 
 
 
 

講
師
、 

範
玄
、
雅
縁
、
静
巌
、
覚
弁
、
弁
暁
、
信
宗
、
公
胤
、
行
舜
、
顕
忠
、
貞
敏 

 
 

聴
衆
、 

 

隆
延
、
尊
長
、
増
運
、
勝
信
、
観
俊
、
眞
雲
、
範
慶
、
貞
慶
、
範
円
、
顕
円 

依
レ

触
二

院
穢
一

、
大
将
不
レ

参
二

最
勝
講
一

、 
 

 

元
暦
二
年
（
一
一
八
五
年
）
八
月
二
三
日
癸酉

の
条 

無
動
寺
法
印
が
如
法
経
を
具
し
て
笠
置
寺
に
参
詣
。
お
そ
ら
く
貞
慶
も
法
要
に
加
わ
っ
た
で
あ
ろ
う
。 

 
 

天
晴
、
無
動
寺
法
印
（
注
一
）
相
二

具
如
法
経
一

、
被
レ

参
二

笠
置
寺
一

、
為
二

先
師
法
親
王
一

、
書
二

写
如
法
経
、

為
レ

奉
レ

瘞
二

彼
霊
啒
也
一

、
又
書
二

写
黄
紙
同
清
浄
経
二
部
一

、一
部
奉
二

為
先
妣
一

、
余
漉
二

反
古
色
紙
一

送
レ

之
、
一
部
近
年
合
戦
之

間
、
死
亡
候
輩
、
奉
レ

始
二

先
帝
一

至
二

于
大
官
一

、
十
為
二

出
離
一

也

、

送
二

東
大
寺
一

、
被
レ

奉
レ

籠
二

大
仏
御
身
一

也
、
大
将
可
レ

御
参
二

御
方
違
行
幸
一

之
由
、
親
経
催
レ

之
、
來
廿

五
日
云
々
、
廿
八
日
大
仏
供
養
、
当
二

大
将
軍
遊
行
方
一

、
仍
廿
五
日
有
二

此
御
方
違
一

、
自
二

廿
二
日
一
大
将
軍
可
二

遊

布
一

之

故

也

、

有
二

所
労
快
得
一

者
、
可
レ

参
之
由
令
レ

申
了
、 

注
一
関
白
藤
原
忠
通
の
子
、
貞
慶
と
も
親
交
の
あ
っ
た
兼
実
の
実
弟
で
天
台
座
主
、
天
皇
の
護
持
僧
。
歌
人
と
し 

 
 
 
 

て
、
ま
た
愚
管
抄
の
作
者
と
し
て
も
有
名
。
寿
永
元
年
（
一
一
八
二
年
）
無
道
寺
検
校
に
補
せ
ら
れ
無
道
寺 

 
 
 
 

法
印
と
よ
ば
れ
た
。 

 

元
暦
二
年
（
一
一
八
五
年
）
八
月
二
十
六
日
丙子

の
条 

（
前
略
）
法
印
帰
三

洛
自
二

笠
置
寺
一

、
被
レ

來
二

余
第
一 

 

文
治
二
年
（
一
一
八
六
年
）
八
月
五
日
巳卯

の
条 

朝
間
天
氣
晴
、
仍
今
日
、
奉
幣
可
レ

随
二

雨
体
一

之
由
仰
二

定
経
一

、
而
之
間
及
レ

晩
天
陰
雨
下
、
仍
明
日
可
二



遂
行
一

之
由
仰
二

遣
之
一

、
明
日
吉
日
、
明
後
日

以
後
無
二

日
次
一

也

、
申
二

承
了
之
由
一

、
今
日
未
刻
参
二

九
條
堂
一

用
二
人
車
一

、
女
房

相
具
、
先
向
二

堂
講
演
一

了
、
向
二

南
家
一

入
レ

夜
帰
來
、
今
日
山
階
寺
別
當
僧
正
被
二

示
送
一

云
、
今
年
維
摩 

會
講
師
貞
慶
兄
光
範
法
師
卒
去
了
、
仍
服
暇
之
者
勤
二

仕
大
會
講
師
一

之
例
、
忽
不
二

覚
悟
一

、
可
二

忿
申
沙

汰
一

云
々
、
付
二

光
長
一

被
レ

申
レ

之
、
又

以
二

消
息
一

被
二

示
達
一

也

、
先
可
レ

問
二

例
於
綱
所
一

之
由
、
仰
二

光
長
一

了
、（
以
下
略
） 

 

文
治
四
年
（
一
一
八
八
年
）
七
月
廿
七
日
辛酉

の
条 

季
御
読
経
論
議
に
加
わ
る 

此
日
、
御
論
議
也 

 

一
番 

 
 

貞
慶 

 
 

覚
口 

 

二
番 

 
 

千
慶 

 
 

仁
快 

  

三
番 

 
 

栄
雲 

 
 

景
恵 

 

四
番 

 
 

遍
昌 

 
 

玄
円 

 

五
番 

 
 

円
憲 

 
 

公
尹 

  

文
治
五
年
（
一
一
八
九
年
）
十
二
月
一
日
丙戊

の
条 

法
成
寺
御
八
講
に
て
竪
義
を
務
め
る 

〔
天
〕
晴
、（
中
略
）
亥
刻
、
余
着
二

〔
衣
〕
冠
一

毛
車
、
随
身

褐
冠
如
レ

例

、
参
二

法
成
寺
一

昨
日
依
二

物
忌
一

不
参
、
今
日
且

為
二

竪
義
聴
聞
一

所
二

参
入
一

也
、
講
師
公
胤
僧
都
、
問
者
朝
座
貞
覺
律
師
、
夕
座
有
辮
己
講
、
講
演
了
、
探

題
山
階
寺
権
別
当
法
印
範
玄
自
二

南
階
一

参
上
着
座
、
次
問
者
五
人
、
眞
慶
已
講
、
聖
弘
、
永
尊
、

乗
信
、
円
弘
、
等
得
業
也

、 

直
座
、
西上

、
注
記
在
二

其
後
座
一

、
次
堅
者
東
大
寺
、
入
レ

自
二

東
庇
南
面
戸
一

参
上
、
先
於
二

御
前
一

読
二

短

冊
一

、
直
着
二

高
座
一

、
次
豫
取
二

件
短
冊
一

、
先
覧
二

探
題
一

之
後
、
賦
二

門
者
一

、
次
貞
慶
出
二

門
題
一

、
内

明
、
因
明
各
一
帖
也
、（
以
下
略
） 

 

建
久
二
年
（
一
一
九
一
年
）
二
月
廿
一
日
庚子

の
条 

法
成
寺
御
八
講
に
て
結
座
講
師
を
務
め
る
。
兼
実
の
貞
慶
評 

雨
下
、
此
日
八
講
結
願
也
、
四
座
如
二

昨
日
一

、
結
座
講
師
貞
慶
已
講
也
。
説
法
珍
重
、
只
恨
其
音
少
、
云
レ

談
云
二

弁
説
一

、
末
代
之
智
徳
也
、
可
レ

感
也
。（
以
下
略
） 

 
 建

久
二
年
（
一
一
九
一
年
）
二
月
廿
三
日
壬寅

の
条 

兼
実
の
許
を
訪
問
。 

雨
降
、
南
都
僧
等
來
、
円
長
律
師
、
貞
慶
已
講
等
也
。
各
謁
レ

之
、
又
静
賢
法
師
來
、
此
日
、
春
季
仁
王
会

也
、
大
将
参
入
、
今
日
円
阿
絶
入
、
経
二

一
時
一

蘇
生
云
々
、
遣
レ

侍
訪
レ

之
、
光
綱
来
申
二

条
々
事
一

、 



 
建
久
二
年
（
一
一
九
一
年
）
五
月
二
日
己酉

の
条 

兼
実
に
会
い
、
叔
父
で
興
福
寺
別
当
で
あ
る
覚
憲
の
申
し
条
を
伝
え
る
。 

天
陰
、
午
後
雨
降
、
終
日
不
レ

止
（
中
略
） 

早
旦
、
貞
慶
已
講
、
為
二

別
当
僧
正
［
覚
］○
覚
拠
四
日

之

記

事

補

憲
（
注
一
）
使
一

來
、
申
二

條
々
事
一

、狭
山
庄
訴
事
、
東
寺
末
寺
川
原
寺
焼
失

事
、
寺
家
行
二

国
民
之
罪
科
一

之
間
事 

以
二

兼
親
一

申
レ

之
、
一
々
仰
二

子
細
一

了
、
不
レ

遑
二

具
注
一

（
後
略
） 

注
一 

覚
憲
は
貞
慶
の
叔
父
で
興
福
寺
別
当 

 

建
久
二
年
（
一
一
九
一
年
）
五
月
二
二
日
己巳

の
条 

兼
実
、
興
福
寺
南
円
堂
に
て
貞
慶
導
師
で
読
経 

未
刻
以
後
雨
降
、
入
レ

夜
殊
甚
、
寅
刻
、
着
二

冠
直
衣
一

、
下
二

向
南
京
一

、（
中
略
）
辰
刻
、
着
二

宇
治
一

、
以
レ

船
渡
レ

河
、
不
二

逗
留
一

、
直
下
三

向
於
二

八
幡
一

伏
拝
、
下
レ

自
レ

車
、
未
一
刻
、
着
二

佐
保
殿
一

、［
上
下
］
補

レ

饑
、
申
刻
、
先
参
二

興
福
寺
一

、
先
南
円
堂
、
修
二

誦
経
一

、
大
袿
一
領
、
布

施
一
蘘
、
誦
経
物
布
二
百
段
、

誦
経
導
師
貞
慶
已
講
、
表
白
甚
優
、
別

当
僧
正
独
参
二

候
北
床
一

、（
後
略
） 

 

建
久
二
年
（
一
一
九
一
年
）
十
月
十
一
日
丙戌

の
条 

兼
実
書
写
の
金
泥
心
経
一
巻
な
ど
の
供
養
導
師
を
務
め
る
。
貞
慶
の
説
法
に
感
涙
。 

臨
時
春
日
奉
幣
使
基
清
、
有
二

告

文

一

、
献
二

蒔
絵
細
剣
一
腰
一

也
、
今
日
俄
思
立
、
供
二

養
金
泥
心
経
一
巻
一

、
自

筆
書
レ

之
、
并
墨
字
金
剛
般
若
十
巻
、
元
所
二

調

置
一

也

、［
以
二

］
貞
慶
已
講
一

為
二

講
師
一

、
余
粗
示
二

聞
子
細
一

、
貞

慶
演
二

説
旨
趣
一

、
大
僧
正
、
余
相
共
拭
二

感
涙
一

、
実
雖
二

神
明
三
宝
一

、
争
不
下

伏
二

此
理
一

給
上

哉
、
殆
可
レ

謂
レ

神
歟
、
可
レ

尊
々
々
、
此
感
応
必
不
レ

可
レ

空
者
也
、 

 

建
久
三
年
（
一
一
九
二
年
）
二
月
八
日
辛亥

の
条 

貞
慶
を
喚
び
笠
置
寺
籠
居
の
件
を
尋
ね
る
。 

 
 
 

陰
、
入
レ

夜
雨
下
、
貞
慶
已
講
來
、
件
人
可
二

籠
居
一

云
云
。
仍
為
レ

尋
二

其
事
一

、
所
二

相
招
一

也
、
申
旨
條
々
、

仰
旨
種
々
、
大
略
依
二

冥
告
一

、
所
二

思
立
一

歟
、
意
趣
可
レ

貴
、
其
上
猶
余
有
二

仰
旨
等
一

、
大
略
重
可
レ

祈
二

請
大
明
神
一

之
由
也
、
末
代
難
レ

有
之
顕
賢覚

か

也
、
可
レ

叶
二

物
用
一

之
人
、
緇
素
皆
如
レ

此
、
是
則
仏
法
滅
相
也
、

可
レ

悲
々
々
、 

 


